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野々垣文悠
（第54回 少林寺拳法関西学生大会＠尼崎ベイコム総合体育館 集合写真）

単独演武
段外の部　田尻（法２）　１位　
有段の部　今村（文４）　　　５位
　　　　　　柴原（スポ健１）　２位
組演武
女子茶帯の部　日置（文２）・森川（法２）　１位
男子初段の部　野々垣（理工３）・髙橋（文２）　６位
女子初段の部　山崎（商３）・北村（商２）　１位
男子二段以上の部　井上 (スポ健４)・森川 (スポ健２)３位
女子二段以上の部　森安（法４）・二木（経済２）　１位　
運用法
男子軽量級の部　山本（経済４）　２位

　

　６月１８日、尼崎ベイコム総合体育館にて第５４回関西学生大会が行われ、

今シーズンの目標として掲げてきた関西総合優勝を十年ぶりに果たしました。

右記、大会入賞者です。

　春の関西学生大会での総合優勝は２００６年以来、１０年間一度も獲得出来

ておらず、毎年の悲願であり、今シーズンの最終目標でした。しかし、今回女

子部員が５部門で１位・２位を獲得するという快挙もあり、総合優勝を果たす

ことが出来ました。我が部の代名詞である団体演武で入賞が取れなかったこと

は残念ではありますが、運用法では主将の山本（経済４）が男子軽量級の部で

２位をつかみ取り、演武だけでなく運用法でも同志社の威信を見せることが出

来ました。そして、今回の春の関西総合優勝により、我が部初の関西学生大会

秋春２連覇も果たし、上々の成績を収めることが出来ました。また、今大会に応援をしにお越しくださった方々、誠にありがとうございまし

た。次回の大会・行事でもＯＢ・ＯＧの方々にお会い出来るのを心待ちにしております。

三山木幼稚園との交流活動
　７月１５日に三山木幼稚園で畑の作物の収穫を行いました。野菜が

嫌いだと言っていた園児も楽しそうに野菜を食べているのを見ること

が出来、畑作りから手伝いをさせていただいた身としては感無量でし

た。　「園の先生方や保護者の方と交流することで少林寺拳法のことを

知ってもらえて興味をもってもらえたことは嬉しかったです。また、

自分の体力が役に立ったことも嬉しかったです。けれど、交流を重ね

る中で自分のコミュニケーション能力の低さや話術のなさを感じまし

た。幼稚園児相手だといかに相手に伝えやすいかを考えながら話さな

ければ、伝えたいことも正確に伝えられません。これは技を知らない

人に教える際にも言えることであり、０から他人に教える力を養うこ

とは社会に出る上で必要なことなので、この交流を通じてその力を養

えることは良い経験だと考えます。」とは部員の言葉です。元々、合

同清掃活動のみの交流もマット運動や今回の活動のようにより深いも

のになっています。大学生

活は様々なことを経験すべ

き場であり、この部活動は

外部との関わりが持ちやす

い場です。これからも三山

木幼稚園との交流は続いて

いくとは思いますが、ただ

の部活動では出来ないこと

を部員が経験していき、た

くさんの事を感じてくれる

ことを期待します。

　

　　　（三山木幼稚園での収穫作業）

　　　悲願達成！

初の関西総合秋春連覇！！

同立戦
　暑さが日ごとに増してくる時期、２０

１６年６月２５日、立教大学との交流戦

が行われました。今年は明治学院大学も

招き、多くのＯＢ・ＯＧの方々にも参加

していただき、１００名を超える人数で

の練習会となりました。今年も基本練習から始まり、術科、即興演武、演武

発表、運用法の交流戦を行いました。他大学との合同練習は、新たな発見や

基本を再確認することが出来る良い場であると考えます。演武発表や運用法

の交流戦でも参考に出来る点が多く、とても勉強になりました。我が部から

は関西学生大会で女子二段以上の部と単独段外の部で最優秀賞を頂いた森安

（法４）・二木（経済２）と田尻（法２）が演武を行いました。立教大学の演

武も見せてもらいましたが、我が部が今課題としている軸を安定させて攻防

を行うことが良く出来ていると感じました。このような交流を行うことで練

習方法等も参考に出来ます。お互いの長所を取り入れて、技術力を上げてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　き全日本学生大会等で共に好成績を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　取れたら最高の結果だと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術面以外でも、練習を通じて楽し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　く交流している姿も見ることが出来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　３校交えての練習会は成功に終わっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　たように感じます。来年は京都での

　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催となりますので、より多くのＯ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＢＯＧの方々にご参加いただけたら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　幸いです。

（基本練習の写真）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（演武発表　森安・二木）
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本年度もOB・OG・現役合同練習会が開催されます。日時は３連休の中
日10月9日(日)、場所は真誠館少林寺拳法部道場となっております。
卒業以来少林寺拳法をされていない方や久しぶりに体を動かしたい方
、そして現在の部活の様子が気になる方も是非お越しください。また
練習会においてのご見学や、懇親会のみのご参加、お子様とのご参加
も大歓迎です。是非道場、懇親会場までお越しいただき、現役との関
係を育み、また懐かしい仲間との親睦を深め、充実したお時間をお過
ごしいただければと考えております。お一人でも多くの先輩方とお会
いできることを現役一同心よりお待ち申し上げます。
出欠のご連絡やお問い合わせ等につきましては
第54代渉外長 山﨑までお願い致します。
PCメールアドレス　d.shorinji.obog＠gmail.com

＜最優秀賞＞
単独演武の部
 女子単独級拳士　田尻（法２）

組演武の部
　女子級拳士　　日置（文２）・森川（法２）

　男女級拳士　　武内（理工２）・羽賀（法２）

　女子初段　　　山﨑（商３）・北村（商２）

　女子三段以上　森安（法４）・二木（経済２）

　男子四段以上　辻村コーチ（第４６代）

                            ・大野さん（京都八幡）
団体演武の部
　一般団体　    同志社大学Ａ（竹林・森安・山田・

                   山﨑・北村・田尻・二木・柴原）
運用法の部
　男子の部　    片町（法３）・田中（スポ健３）

　 女子の部      竹林（商４）・二木（経済２）

＜優秀賞＞
単独演武の部
　女子単独有段　柴原（スポ健１）
組演武の部
　男子初段　　　野々垣（理工３）・髙橋（文２）

　女子二段　　　竹林（商４）・山田（社会４）　 

　男子四段以上　井上（スポ健４）・森川（スポ健２）

　

第54代幹部紹介 

　主将 　 　　　片町　拓郎　　（法/法）
　副将兼管財　　野々垣　文悠　（理工/機シス）
  主務兼渉外長　山﨑　千恵　　（商/商）
　統制長  　　　田中　翔　　　（スポ健/スポ健）
　会計兼管財　　西川　智士　　（法/法）　

　

全国へ挑む！

　　　そして世界へ。

　５月２９日、初夏の風に汗ばむ陽気になり、島津アリーナ京都にて「第

３８回　京都府民総合体育大会種目別競技大会」が行われました。今回の

大会で優秀賞以上を取ると１０月２９日・３０日に行われる「２０１６年

少林寺拳法全国大会㏌おおいた」に出場出来ます。そして今年は全国大会

が４年に１度のアメリカで開催される世界大会にも繋がります。そのため、

皆いつも以上の緊張感を持ち、部員全員が監督・コーチのご指導の下、全

国大会出場の切符を手に入れるべく日々練習に取り組みました。

　今大会では、特に女子部員の成績が目覚ましく、各部門で全国大会出場

を果たしました。「今年の全国大会は世界大会に繋がる大会です。このよう

な大会で３部門に出場することが出来、嬉しく思います。どの部門におい

ても、世界大会に出場を目標に満足いくまで練習していきます。」このよう

に団体演武・組演武・運用法で最優秀賞を獲得した二木（経済２）はやる

気に満ち溢れています。残念ながら全国大会出場を逃した部員や納得する

演武を出来なかった部員もいますが、秋シーズンの大会で良い演武が出来

るよう大会まで練習に励みます。毎年成績面の活躍はもちろんのこと、京

都府大会の運営に関しても出場しない拳士が補佐として協力しています。

大会の各部門で成績を取りにいく姿勢はもちろんの事、大会の運営など何

にでも挑戦することが同志社大学少林寺拳法部の目標であり、スローガン

である「なんでも同志社」に繋がると考えています。

　先も書いたように今年の全国大会は大分県で行われます。九州地区など

にお住まいのＯＢ・ＯＧの方々を含め、多くの方々にお越しいただけること

を部員一同心待ちにしております。

ＯＢ・ＯＧ・ 現役合同練習会のお知らせ

　この度、第 54 代主将となりました

片町拓郎と申します。54 代幹部を代

表し、 ご挨拶させていただきます。近

年我が部では少林寺拳法においての活

動は勿論、その他の活動にも力を入れ

ております。慈善活動や地域との交流など多岐にわたる

活動を行い“なんでも同志社”をスローガンに運営を行

っております。私たち５４代幹部は５人しかおらず、例

年と比べてもかなり少ないですが、情報共有の質や団結

力は高く、少人数ならではの利点を生かせると考えてい

ます。今の自分たちには突出したカリスマ性も、５人だ

けで運営を行っていく力もありません。そのため、監督

コーチの方々や先輩・後輩にサポートをしてもらわなけ

ればなりません。この５４代幹部だからこそ出来ること

を常に考え、自分たちに任されたこの１年間を全力で走

っていき、部の新たな発展に繋げていこうと思います。

　また、平素より監督コーチ・ＯＢＯＧの先輩方、保護

者をはじめとする皆様方には多大なるご支援を賜ってお

ります。我々学生だけでは実現不可能なことが為されて

いるのも皆様のご支援があってのものです。この場をお

借りして厚く御礼申し上げます。これからも我が部の発

展の為に尽力していきますのでよろしくお願い致します。

　

現役新幹部代表挨拶


